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《過労運転の防止》
健康も 無事故も続けて 皆笑顔

・熱中症予防のため、「水分」と「適度な塩分」補給を心がけましょう

《交差点事故をなくしましょう》
・黄色信号で交差点進入は、命取りになります 黄色信号は「止まれ」
・一時停止しないことほど、恐ろしいことはない

《構内事故・バック事故をなくしましょう》
出発時 ぐるりとトラック ひと回り

・トラック後方は死角 事前に目視確認で、どこに何があるのか把握を

《追突事故を防止しましょう》
前方の 異変に気づける 車間距離

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

午前５時半 見通しの良い信号交差点
軽乗用車と乗用車が出合い頭に衝突

軽乗用車に同乗の25歳の男性死亡、2人けが
◇黄色信号で交差点進入は、命取りになります 黄色信号は「止まれ」◇

◇交差点手前で、黄色信号の場合は、加速しないで停止する◇
２０２５／８／１０（日）

１０日午前５時半頃、長野県の見通しの良い信号のある県道交差点で男性（２６）が運転の軽乗用車と男性（３５）
が運転の乗用車が出合い頭に衝突しました。警察によりますと、軽乗用車に乗っていた運転手を含め２０代の男性
３人が搬送され、２５歳男性が頭を強く打ち意識不明の状態で、その後、死亡が確認されました。

正午 信号のない横断歩道
横断中の小学6年の女子児童（12）
軽自動車にはねられ骨盤骨折の重傷
軽乗用車運転の会社員男性から任意で話を聴く

◇信号のない場所でも◇
◇横断歩道を渡ろうとしている人がいる場合は、必ず止まりましょう ◇

◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇
２０２５／８／１０（日）

１０日正午すぎ、群馬県の県道で信号のない横断歩道を徒歩で渡っていた小学６年の女子児童（１２）が軽自動車
にはねられ、骨盤を骨折する重傷です。現場は見通しの良い直線道路。

夜７時 信号のない交差点
右折の軽乗用車にはねられ

横断歩道を渡っていた高齢夫婦が死傷
71歳の妻が死亡 夫は腰の骨を折る重傷

◇右折は対向車を注視しがち 右折先を必ず良く見る ◇
◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意しましょう◇

２０２５／８／１４（木） １１：５５
１３日午後７時１０分ごろ、大分県の信号のない市道交差点で、軽乗用車が右折したところ、横断歩道を歩いて渡

っていた高齢の夫婦をはねました。女性（７１）頭などを強く打ち死亡しました。８０代の夫も腰の骨を折る重傷で
すが、命に別条はありません。警察は軽乗用車を運転していた７０代の女性から話を聞くなどして調べています。


